
令和6年度入学生用カリキュラムマップ 【心理学科】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSA1015 人間と社会（HEARTプログラムコア） 1

心理・社会福祉学部での４年間の学びのオリ
エンテーションとして、心理学や社会福祉学
それぞれの学問分野のエッセンスを学ぶこと
により、４年間の学びの基盤となる教育の目
的や理念を理解し、自らの課題として学修を
位置づけることを目的とする。

１．心理・社会福祉学部および心理学科、社会福祉学科での学修の目的・意義
とその重要性を理解できる。
２．４年間で学修する学問分野の多様性を理解し、そこで用いられるさまざま
な研究方法を理解できる。
３．来るべき人間中心社会としてのSociety5.0の一員として、自らに求められ
ている役割と使命を理解できる。
４．学問的研究と社会実践との橋渡しができる人材として、社会のさまざまな
課題の解決に積極的に取り組む必要性を理解できる。
５．社会実践場面における、心理学的視点と社会福祉学的視点の重要性を理解
できる。
６．学修で得た知識・知恵・スキルをさまざまな課題解決場面で活かす志をも
つことができる。

○ ◎ ○

24UPSA1026 初 期 演 習 Ⅰ 1

本学で修得すべきことは何かを理解し、自主
的に学び新たな発見を導きだせる力を身につ
けることを目的とする。このため、本学の
「立学の精神」「教育目標」を知り、本学学生
としての誇りと自覚を持つ。さらに、主体
性・論理性・実行力を培い、女性として有為
な社会人となるために、それぞれの学部学科
の専門性に基づく知識と社会人基礎力の修得
の必要性を理解し、各自のキャリアデザイン
を自ら構築する。

大学の修学の基礎となる単位制を理解し、適切な履修計画に沿って修学する主
体性、考える力を身につけ、所属学科の３つのポリシーに基づく専門教育の概
要を把握し、自らのキャリアデザインを組み立てる力を身につける。また、良
識ある社会人となるための社会人基礎力の必要性を理解し、その基盤となる十
分なコミュニケーション能力を培い、基本的な社会ルールを理解し、本学学生
としての誇りと自覚を身につける。さらに、学習・研究を進める上での倫理の
基礎となる情報の取り扱いに関する知識を身につける。

◎ ◎

24UPSA1036 初期演習Ⅱ（心理学実験演習） 1

「初期演習Ⅰ」で培った力をさらに発展させ、
学院の教育理念、立学の精神に基づいた、本
学学生としての誇りと自覚を持ち、大学生に
ふさわしい主体性・論理性・実行力を培うこ
とを目的とする。心理学の基礎的な研究につ
いて学びながら、資料の探索、実験演習、レ
ポート作成等、心理学科で学ぶために必要な
基礎的な能力を養うとともに、学生および教
員との人間関係の基礎を身につける。

１．心理学の基礎的な研究に関する知識を身につける。
２．資料探索、実験実施、レポート作成等心理学科で学ぶための基礎的能力を
身につける。
３．学生相互や担任教員との豊かで円滑な人間関係の基礎を築くことができ
る。 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

24UPSA1046 英 語 Ⅰ 1

基本的な文法事項を確認し、「読む」スキルお
よび「書く」スキルを身につけることを目的
とする。リーディング教材を用いて、語彙や
文法を習得し、文章理解に取り組む。また、
グループでのディスカッションにより、意見
を英語でまとめる練習をする。

１．基礎的な文法事項を理解できる。
２．英文の内容を正しく読み取ることができ、日本語に訳すことができる。

◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSA1056 英 語 Ⅱ 1

基本的な文法事項を確認し、「読む」スキルお
よび「書く」スキルを身につけることを目的
とする。リーディング教材を用いて、語彙や
文法を習得し、文章理解に取り組む。また、
グループでのディスカッションにより、意見
を英語でまとめる練習をする。

１．基礎的な文法事項を理解できる。
２．英文の内容を正しく読み取ることができ、日本語に訳すことができる。

◎

24UPSB1016 Oral Communication Ⅰ 1

英語でコミュニケーションを図る際のフォー
マットを確認し、実際に「使う」ことを経験
しながら、コミュニケーション能力を養うこ
とを目的とする。ペアワークを多用したト
レーニング形式の会話演習を中心に、英語で
演習を行う。

１．英語の基礎文法や語彙を理解できる。
２．基本的な英語会話ができる。

◎

24UPSB1026 Oral Communication Ⅱ 1

英語でコミュニケーションを図る際のフォー
マットを確認し、実際に「使う」ことを経験
しながら、コミュニケーション能力を養うこ
とを目的とする。ペアワークを多用したト
レーニング形式の会話演習を中心に、英語で
演習を行う。

１．英語の基礎文法や語彙を理解できる。
２．さまざまな場面での基本的な会話ができる。

◎

24UPSA1061 心 理 学 概 論 1

対人援助を支える科学としての心理学につい
て、基本的な考え方と方法論を理解すること
を目的とする。心理学における人の理解とそ
のための技法の基礎、人の成長・発達と心理
との関係、日常生活と心の健康について理解
を深化させるために、心理学の諸領域におけ
る基本的な概念や考え方を学ぶ。

１．心理学の成り立ちについて概説できる。
２．人の心の基本的な仕組みおよび働きについて概説できる。
３．心理学の基礎的な概念・用語・研究結果を理解し、日常生活の身近な出来
事と関連づけることができる。 ○ ○ ◎

24UPSA1071 臨床心理学概論 1

臨床心理学とは何かについて、基本的なもの
の見方・考え方を理解することを目的とす
る。臨床心理学における代表的な理論や、さ
まざまな臨床領域で実践されている心理的援
助を学ぶとともに、心理的アセスメントの基
礎についても学ぶ。

１．臨床心理学の基礎的な知識を身につける。
２．臨床心理学の代表的な理論と具体的な援助方法を理解できる。
３．臨床心理学の成り立ちについて概説できる。 ○ ○ ◎

24UPSB1031 心 理 学 史 1

さまざまな心の事象を心理学的観点から思考
できるようになることを目的とする。そのた
めに、心理学において人の心をどのような存
在としてみなしてきたのかについて歴史的、
時間的変遷をたどりながら概説し、心理学各
領域の背景にある繋がりを見出すことによっ
て「心理学的に考える」とはどういうことか
を理解する。

１．心理学の歴史とその背景にある考えを理解できる。
２．近代心理学の誕生とその後現代の心理学研究の潮流を理解できる。
３．近代心理療法の誕生とその後現代の心理療法や心理支援を理解できる。

○ ○ ◎

24UPSB1041 感情・人格心理学 1

人間の感情に関する理論やメカニズムを学ぶ
ことを通して感情と行動の関係を理解するこ
とを目的とする。さらに、人格（パーソナリ
ティ）の類型論や特性論等の諸理論を概観
し、人格とは何か、人格がどのように形成さ
れ表出されるのかについて学ぶ。

１．感情に関する理論および感情喚起の機序（メカニズム）について概説でき
る。
２．感情が行動に及ぼす影響について概説できる。
３．人格（パーソナリティ）の概念および形成過程について概説できる。
４．パーソナリティについて行われてきた研究について理解できる。
５．パーソナリティの類型、特性について概説できる。

○ ○ ◎
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24UPSB1054 メディアリテラシー 1

メディアリテラシーに関する基本的な知識と
能力を身につけることを目的とする。イン
ターネット、テレビや新聞等、さまざまなメ
ディアが存在し、多量の情報が提供されてい
る現代社会において、自分が必要とする情報
を収集・読解し、整理・加工した上で発信す
る力が重視される。社会問題や時事問題を題
材としてこれらの能力を身につけるととも
に、その背景となる基本的知識を身につける。

１．自身が必要とする情報を収集できる。
２．収集した情報を適切に読み解くことができる。
３．読み解いた情報を整理できる。
４．整理した情報を適切に加工できる。
５．加工した情報を対象に理解しやすいように発信できる。 ◎ ○ ○

24UPSB1061 発 達 心 理 学 Ⅰ 1

生涯にわたる連続した発達について、心理学
における基本的な理論を理解することを目的
とする。発達心理学の基礎的な概念・用語、
胎児期から高齢期までの発達の概要について
学ぶ。

１．発達心理学の基礎的な概念・用語を理解し、胎児期から高齢期までの発達
の概要をイメージできる。
２．認知機能の発達および感情・社会性の発達について概説できる。
３．自己と他者の関係の在り方と心理的発達について概説できる。
４．誕生から死に至るまでの生涯における発達および各発達段階での特長につ
いて概説できる。
５．多様な概念を整理し、互いを関連づけながら、日常の身近な現象と結びつ
けることができる。

○ ○ ◎

24UPSB1072 発 達 心 理 学 Ⅱ 1

高齢者心理についての理解を深め、高齢者に
対する関わり方や心理的支援に関する基本的
な知識を身につけることを目的とする。高齢
期を中心に、発達段階ごとに特徴的な心理的
問題について生物―心理―社会モデルの視点
から理解する。

１．身体的生理的機能、認知機能、情動、パーソナリティ等の加齢変化を理解
できる。
２．発達段階に特徴的な心理的問題について理解し、概説できる。
３．老年期の心理的特徴や発達的意味について理解できる。 ◎ ○ ○

24UPSB1084 心 理 学 研 究 法 1

心理学研究の基本的な論理、プロセス、およ
び研究アプローチについて理解することを目
的とする。さらに、人権尊重とインフォーム
ドコンセント、秘密保持、研究の不正の禁止
等、研究における倫理についても学ぶ。

１．心理学を研究する上での心構えを身につける。
２．心理学の研究を実施する際に、最低限知っておく必要のある知識やテク
ニックを身につける。
３．心理学における質的研究および量的研究を含む実証的研究法について概説
できる。
４．データを用いた実証的な思考方法を身につける。
５．心理学研究における研究倫理について理解できる。

○ ◎ ○

24UPSB1094 臨床心理学研究法 1

臨床実践から知を導き出す「臨床の知」につ
いて学び、理解することを目的とする。その
ために、臨床心理学のさまざまな研究法、学
術論文の形式、研究の目的、性質、倫理につ
いて理解し、臨床心理学の研究論文や臨床実
践における事例報告から実践力と研究力を身
につけることを目指す。

１．臨床心理学における研究の対象、目的、性質、倫理について理解できる。
２．臨床心理学におけるさまざまな研究法を理解できる。
３．心理臨床実践に基づいた事例報告や事例研究について理解できる。
４．心理学研究法との共通点と相違点を概説できる。 ○ ◎ ○

24UPSB1101 知覚・認知心理学 1

実証事例を通じて、人の感覚・知覚・認知の
しくみと機能的特徴についての基礎的な知識
を身につけることを目的とする。さらに、人
の感覚・知覚等のメカニズムとその障害や人
の認知・思考等のメカニズムとその障害に関
する理解を深める。

１．人の感覚・知覚等の機序（メカニズム）およびその障害について概説でき
る。
２．人の認知・思考等の機序（メカニズム）およびその障害について概説でき
る。 ○ ○ ◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目
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１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB1111 学習・言語心理学 1

人の行動が変化する過程、および言語の習得
における機序について理解を深めることを目
的とする。学習における主要なテーマである
条件づけと記憶について学ぶとともに、人が
言語を扱う能力や運用の仕組み、言語を習得
する過程について学ぶ。

１．経験を通して人の行動が変化する過程を理解できる。
２．学習や記憶に関するさまざまな理論や仕組みを理解できる。
３．言語の習得における機序について概説できる。 ○ ○ ◎

24UPSB1121 神経・生理心理学 1

人間行動に関する生理学的基盤を理解するこ
とを目的とする。神経系の構造や機能、記憶
や感情等の生理学的反応の仕組みを学ぶとと
もに、高次脳機能障害および発達障害にみら
れる神経心理症状を学ぶ。

１．脳神経系の構造および機能について概説できる。
２．記憶、感情、ストレス等の生理学的反応の機序（メカニズム）について概
説できる。
３．高次脳機能の障害および必要な支援について概説できる。

○ ○ ◎

24UPSB1131 社会・集団・家族心理学 1

家族、集団および文化が個人に及ぼす影響に
ついて理解することを目的とする。人の態度
および行動についてさまざまな理論を学ぶと
ともに、家族や家族の心理について理解す
る。これらをもとに、授業で得た知識を対人
場面の問題解決へ適用することを目指す。

１．家族、集団および文化が個人に及ぼす影響について概説できる。
２．家族関係、対人関係ならびに集団における人の意識および行動についての
心の過程を概説できる。
３．人の態度および行動についてさまざまな理論を用いて概説できる。
４．家族・集団・社会心理学の知識を対人場面の問題解決に適用することがで
きる。

○ ○ ◎

24UPSB1143 リ ス ク 心 理 学 1

我々が主観的にリスクをとらえる心理的プロ
セスを理解することを目的とする。我々がリ
スクをどのように認知し、その認知に基づき
どのように対応することでより安全を確保し
ようとしているのかについて、心理学で扱わ
れる話題を中心に事例を通して学ぶ。さら
に、主観的に感じるリスクと実際のリスクの
間に生じるズレにより生じる事象について理
解を深める。

１．リスクとは何かを理解できる。
２．日常生活におけるリスクに気づくことができる。
３．リスク認知に関する心理的プロセスを理解できる。

◎ ○ ○

24UPSB1153 コミュニケーション論 1

多様なコミュニケーションのあり方について
理解することを目的とする。コミュニケー
ションの基本概念を踏まえたうえで、言語
的・非言語的コミュニケーション、対人コ
ミュニケーション、マス・コミュニケーショ
ン、CMC、異文化間コミュニケーション等に
ついて学ぶ。

１．コミュニケーションの基本概念を理解できる。
２．言語コミュニケーションと非言語コミュニケーションの違いを理解でき
る。
３．多様なコミュニケーションのあり方を理解できる。 ◎ ○ ○

24UPSB2012 人体の構造と機能及び疾病 2

人の成長・発達、日常生活との関連を踏まえ
て理解することを目的とする。心身機能と身
体構造およびさまざまな疾病（がん、生活習
慣病、感染症、難病等）や障害の概要につい
て学ぶ。

１．人の成長・発達・老化、心身機能と身体構造、およびさまざまな疾病や障
害について概説できる。
２．心理に関する支援が必要な主な疾病について概説できる。
３．健康の概念と国際生活機能分類（ICF）の基本的な考え方について概説で
きる。
４．リハビリテーションについて概説できる。
５．身体疾患が疑われる場合に、必要に応じて医師への紹介等の対応ができる。

◎ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB2022 精神疾患とその治療 2

代表的な精神疾患についてその成因、症状、
診断法、治療法、経過、本人や家族への支援、
および医療機関内外の連携・協働について理
解することを目的とする。心理臨床の現場で
必要な精神疾患の診断・治療等に関する基本
的な知識を幅広く学び、精神疾患による本人
と家族の困難や苦痛、必要な支援を理解する。

１．代表的な精神疾患の成因、症状、診断法、治療法、経過、本人や家族への
支援について概説できる。
２．向精神薬をはじめとする薬剤による心身の変化について概説できる。
３．どのような場合に精神科医療機関への受診が必要かについて概説できる。
４．精神科医療機関の治療構造および専門病棟について概説できる。
５．精神科治療における人権擁護について概説できる。
６．精神科チーム医療と公認心理師の役割について概説できる。

◎ ○ ○

24UPSB2032 神 経 心 理 学 2

脳の構造と正常なはたらきを理解した上で、
失語症、失認症、失行症、記憶障害等の高次
脳機能障害および精神障害にみられる神経心
理症状について理解することを目的とする。
これらを通して高次脳機能障害者や精神障害
者の内的世界への洞察を深め、適切な臨床的
態度を身につけることを目指す。

１．脳神経系の構造および機能について概説できる。
２．高次脳機能の障害および必要な支援について概説できる。
３．脳障害者や精神障害者の基礎知識を身につけ、行動や内的世界について洞
察できる。
４．脳障害者や精神障害者の行動や心理を、その表面的な特性に振り回される
のではなく、本質的課題を見極め、共感的に理解できる。

◎ ○ ○

24UPSB2042 心理学的支援法Ⅰ 2

力動論、行動・認知論、人間性心理学等に基
づいた心理療法理論の基礎について理解する
ことを目的とする。心理カウンセリングや心
理療法といった心理学的支援の理論と技法に
ついて体系的に学び、実際の臨床現場で心理
カウンセリングや心理療法といった心理学的
支援がどのように行われているのかを理解す
る。

１．心理的支援を要するクライエントの心理学的問題を適切に理解できる。
２．代表的な心理療法ならびにカウンセリングの歴史、概念、意義および適応
および限界について概説できる。
３．良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力を身につける。
４．心理に関する支援を要する者等のプライバシーに配慮できる。 ◎ ○ ○ ○

24UPSB2052 心理学的支援法Ⅱ 2

心理療法ならびに心理カウンセリングといっ
た心理学的支援法の理論と技法についての応
用を学ぶことを目的とする。関係者に対する
コンサルテーション、連携・協働、危機介入
やアウトリーチ、心の健康教育や啓蒙活動と
いった予防活動を学び、間接的な支援が相互
的に作用する心理学的支援の枠組みについて
事例を通して理解する。

１．心理的支援を要するクライエントの心理学的問題を適切に理解できる。
２．代表的な心理療法ならびにカウンセリングの歴史、概念、意義および適応
および限界について概説できる。
３．心理に関する支援を要する者の関係者に対する支援を概説できる。
４．訪問による支援や地域支援の意義について概説できる。
５．心の健康教育や啓蒙活動の意義について概説できる。

◎ ○ ○

24UPSB2063 認 知 心 理 学 2

「知覚・認知心理学」では詳しく扱われなかっ
た認知心理学の応用的側面を学び、人間の認
知機能（記憶・言語・思考）についての知見
および認知心理学の主要な研究法を理解する
ことを目的とする。

１．認知心理学の用語の意味と理論的枠組みについて記述できる。
２．人の行動を認知心理学の情報処理過程の観点から理解できる。
３．認知心理学の方法論を理解し、身近な認知心理学的問題について考えるこ
とができる。

◎ ○ ○

24UPSB2073 グループダイナミクス 2

「社会・集団・家族心理学」の内容を発展さ
せ、心理学における集団に関する諸理論につ
いて概観し、集団場面における人々の社会的
行動や、個人が集団に及ぼす影響、集団間関
係について理解することを目的とする。

１．心理学における集団に関する諸理論を理解できる。
２．集団場面における人々の社会的行動を理解できる。
３．個人が集団に及ぼす影響を理解できる。
４．集団間関係を理解できる。

◎ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB2084 心 理 学 実 験 2

心理学の基礎的な研究方法（実験法や観察法
等）に習熟し、実習を通して卒業研究に資す
る方法論的基礎（仮説立案、研究計画、研究
方法、統計分析とその解釈）を形成すること
を目的とする。

１．実証的研究の実践に関する基礎的スキルを身につける。
２．データの収集および処理を適切に行う基礎的スキルを身につける。
３．研究計画を立てる基礎的スキルを身につける。
４．結果について適切な解釈ができ、報告書を作成する基礎的スキルを身につ
ける。
５．統計に関する基礎的な知識を有し、研究に必要な情報収集スキルの基礎を
身につける。

○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

24UPSB2094 社 会 調 査 概 論 2

社会調査に関する基本的事項について学び、
社会調査の企画から報告書作成まで、一連の
プロセスを理解することを目的とする。ま
た、社会調査の歴史や諸類型、社会調査の目
的や方法論について学ぶ。データ収集から分
析までの過程に関する基本的事項を身につ
け、社会調査を実施するための一連のプロセ
スについて理解を深める。

１．社会調査の歴史や類型等、基礎的な知識を身につける。
２．社会調査の一連のプロセスを理解できる。
３．社会調査のプロセスにおける基本的事項を理解できる。

○ ◎ ○

24UPSB2104 社 会 調 査 実 習 2

社会調査に必要な実践力を身につけることを
目的とする。これまでに習得した社会調査と
統計分析の知識を用いて、社会調査の一連の
プロセスを体験的に学ぶ。また、総括として
の口頭発表および質疑応答を経験すること
で、高いプレゼンテーション能力とディス
カッション能力の習得を目指す。

１．社会調査に必要な資料を収集・分析するスキルを身につける。
２．社会調査に関連する事柄について発表・議論できる。
３．社会調査のテーマを正しく設定できる。
４．質問項目を正しく作成し実施するスキルを身につける。
５．分析結果について適切な解釈ができ、報告書を作成する基礎的スキルを身
につける。

○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

24UPSB2114 心理学日本語文献講読 2

心理学のテーマを扱った日本語論文の読み方
と読解の基礎について学び、心理学研究にお
ける研究の考え方を理解するためのスキルを
獲得することを目的とする。心理学および関
連学問分野の研究論文の収集や整理ととも
に、論文における作法や背景となる知識等に
ついても理解を深める。

１．心理学分野の日本語論文の内容を理解できる。
２．心理学分野の日本語論文の収集・整理ができる。
３．心理学分野の日本語論文の構成や作法を理解できる。

○ ◎ ○ ○ ○ ○

24UPSB2124 心理学英語文献講読 2

心理学のテーマを扱った英語論文の読み方と
読解の基礎について学び、心理学研究におけ
る研究の考え方を理解するためのスキルを獲
得することを目的とする。心理学および関連
学問分野の研究論文の収集や整理とともに、
論文における作法や背景となる知識等につい
ても理解を深める。

１．心理学分野の英語論文の内容を理解できる。
２．心理学分野の英語論文の収集・整理ができる。
３．心理学分野の英語論文の構成や作法を理解できる。

○ ◎ ○ ○ ○ ○

24UPSB2134 心 理 学 統 計 法 2

心理学や社会科学で用いられる統計手法につ
いて理解することを目的とする。データやグ
ラフの読み方を含む統計学的基礎概念や、実
験・調査の方法論的概念を学ぶとともに、心
理学的研究で必要となる記述統計および基礎
的な統計処理手法について具体的な研究デー
タの分析例を通して理解する。

１．統計に関する基礎的な知識を身につける。
２．心理学や社会科学で用いられる基礎的な統計手法について概説できる。
３．検定に関する基礎的な知識を身につける。

○ ◎ ○

76000914_心理・社会福祉学部-心理学科_1st_proof.indd   676000914_心理・社会福祉学部-心理学科_1st_proof.indd   6 2023/12/19   13:22:332023/12/19   13:22:33
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24UPSB2144 応用心理学統計法 2

心理学や社会科学で用いられる統計手法につ
いて理解することを目的とする。「心理学統計
法」で身につけた統計学的基礎概念や方法論
的概念をさらに発展させ、心理学的研究で必
要となる応用的な統計処理手法について具体
的な研究データの分析例を通して理解する。

１．統計に関する基礎的な知識を身につける。
２．心理学や社会科学で用いられる統計手法について概説できる。
３．研究計画に基づき、適切な分析方法を選択できる。
４．多変量解析に関する基礎的な知識を身につける。 ○ ◎ ○

24UPSB2154 データ処理論Ⅰ 2

「心理学統計法」で学んだ統計手法を、演習形
式の授業により身につけることを目的とす
る。アンケート調査や実験で得られたデータ
を分析するための具体的手順を理解し、コン
ピュータを用いたデータ処理スキルを習得す
る。

１．収集されたデータを適切に分析できる。
２．分析結果を解釈し、文章や図表を用いて説明できる。

○ ◎ ○ ○

24UPSB2164 データ処理論Ⅱ 2

「応用心理学統計法」で学んだ統計手法を、演
習形式の授業により身につけることを目的と
する。アンケート調査や実験で得られたデー
タを分析するための具体的手順を理解し、コ
ンピュータを用いたデータ処理スキルを習得
する。

１．収集されたデータを適切に分析できる。
２．分析結果を解釈し、文章や図表を用いて説明できる。

○ ◎ ○ ○

24UPSB2172 障害者・障害児心理学 2

各障害について定義（概念）を明確にし、そ
れぞれの障害に特有の発達上の課題、社会生
活上で生じてくるさまざまな問題を理解し、
問題解決のための心理学的援助のあり方を理
解することを目的とする。

１．身体障害、知的障害および精神障害について概説できる。
２．障害者、障害児の心理社会的課題および必要な支援について概説できる。

◎ ○ ○

24UPSB2182 臨床人格心理学 2

臨床心理学における人格（パーソナリティ）
の諸理論を概観し、人格とは何かを理解し、
人格がどのように形成され、発展していくの
かについて学ぶことを目的とする。人格の類
型論や特性論といった一般的なパーソナリ
ティ理解に加え、心理に関する支援を要する
者への心理支援や臨床実践上で必要となる
パーソナリティ理解とその方法を学ぶ。

１．臨床心理学における人格（パーソナリティ）の概念および形成過程につい
て概説できる。
２．臨床実践で必要となるパーソナリティ理解とその方法を理解できる。
３．心理に関する支援を要する者のパーソナリティを理解することがいかに心
理支援とつながるのかを理解できる。 ◎ ○ ○

24UPSB2193 言 語 心 理 学 2

ことばに関するさまざまな心理学的・言語学
的研究事例の紹介と検討を通して、人間が言
語を扱う能力や運用のしくみ、発達にともな
う言語習得の過程を理解することを目的とす
る。

１．人が言語を扱う能力に関する学問的知識を身につける。
２．言語運用やコミュニケーションに関する学問的知識を身につける。
３．論理的・客観的思考力を身につける。
４．言語の習得における機序について概説できる。

◎ ○ ○
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1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB2203 プロジェクトマネジメントの実践 2

プロジェクトマネジメントを通して、計画の
重要性や問題解決の方法を体験的に学び、自
ら考え抜く力を身につけることを目的とす
る。コミュニケーションやチームワークの重
要性を認識し、自らチームメンバとして参画
することで人々と関わりあって物事を進める
ことの楽しさや効率の良さを理解する。

１．プロジェクトマネジメントに関する知識を身につける。
２．プロジェクトマネジメント手法を理解できる。
３．実現可能性が信じられるゴールを設定し、それに向けた道筋を明確にして
実行できる。
４．なぜを繰り返すことで自ら考え抜くことができる。
５．ファシリテーション技術を身につける。
６．コミュニケーションマネジメント技術を身につける。
７．チームを理解し、チームメンバとして能力を発揮できる。
８．プロジェクトを進める上で考えるべき、品質、コスト、工程、環境等多種
多様な情報に基づき問題を解決できる。

◎ ◎ ○ ○ ○

24UPSB2213 行動変容・ナッジ 2

行動科学の知見の活用した行動変容の促進法
を理解することを目的とする。人間が意思決
定し選択する「環境」のデザインと、それに
基づく「行動」のデザインである選択アーキ
テクチャーを、ナッジの観点から学ぶ。

１．ナッジとは何かを理解できる。
２．人間の行動に影響する行動特性を理解できる。
３．行動科学の知見を活用した行動変容を理解できる。 ◎ ○ ○

24UPSB3012 公認心理師の職責 3

保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・
労働等さまざまな分野において、心理に関す
る支援を行う公認心理師の役割について理解
することを目的とする。さらに、法的義務や
職務上の倫理について理解し、公認心理師に
求められる態度や資質の育成を目指す。

１．公認心理師の役割について理解できる。
２．公認心理師の法的義務を理解し、必要な倫理を身につける。
３．心理に関する支援を要する者等の安全を最優先し、常にその者中心の立場
に立つことができる。
４．守秘義務および情報共有の重要性を理解し、情報を適切に取り扱うことが
できる。
５．保健医療、福祉、教育その他の分野における公認心理師の具体的な業務の
内容について概説できる。
６．自己課題発見・解決能力を身につける。
７．生涯学習への準備を行うことができる。
８．多職種連携および地域連携のあり方について理解できる。

◎ ○ ○

24UPSB3022 教育・学校心理学 3

教育現場で起こるさまざまな問題の背景を理
解し、それらに対する心理的アセスメントと
援助の方法、他機関との連携ならびに学校内
でのケース検討会議の方法を理解することを
目的とする。保護者との関わり方や介入方法
を学び、必要な援助方法を考えるとともに、
心理社会的課題も考えられる能力を身につけ
る。

１．教育現場において生じる問題およびその背景について概説できる。
２．教育現場で必要な児童・生徒理解に対する心理学的見方や心理的アセスメ
ントについて理解できる。
３．児童・生徒への心理教育的援助方法について理解できる。
４．教育現場においてチームアプローチ、機関連携、ケース会議等をコーディ
ネートする援助サービスの技能について理解できる。
５．保護者に対する関わり方や介入方法について理解できる。
６．教育現場における心理社会的課題および必要な援助方法について概説でき
る。

◎ ○ ○

24UPSB3032 健康・医療心理学 3

ストレスと心身の疾病の関係について理解す
ることを目的とする。医療現場における心理
社会的課題および必要な支援方法について学
ぶとともに、保健活動や災害時等における心
理社会的課題および必要な心理支援について
理解する。

１．ストレスと心身の疾病の関係について概説できる。
２．医療現場における心理社会的課題および必要な支援方法について概説でき
る。
３．さまざまな保健活動における心理社会的課題および必要な心理に関する支
援について概説できる。
４．災害時等に必要な心理に関する支援について概説できる。

◎ ○ ○

24UPSB3042 司法・犯罪心理学 3

犯罪、非行、犯罪被害および家事事件につい
ての基本的知識を学び、司法・犯罪分野にお
ける問題に対して必要な心理支援を理解する
ことを目的とする。また、これらの分野にお
ける法制度や心理専門職の実務について学ぶ。

１．犯罪、非行、犯罪被害および家事事件についての基本的知識を身につける。
２．司法・犯罪分野における問題に対して必要な心理に関する支援について概
説できる。 ◎ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB3053 消 費 者 心 理 学 3

人々の消費行動における、意思決定に関わる
社会心理学的メカニズムについて理解するこ
とを目的とする。マーケティングの基礎概念
および購買行動についての考察を通して、多
面的に消費行動を捉える能力を身につける。

１．マーケティングの基本的な考え方を理解できる。
２．消費者行動理解における心理学的観点からのアプローチの重要性を理解で
きる。
３．心理学に限らず、関連分野にも視野を広げ多面的に消費者行動をとらえよ
うとする姿勢を持つことができる。

◎ ○ ○

24UPSB3064 デ ー タ 解 析 法 3

「心理学統計法」および「応用心理学統計法」
を履修した学生が、より高度な多変量解析法
を身につけることを目的とする。多変量解析
の基本的な考え方や、主要な統計モデルの具
体的な分析方法と得られる統計量の解釈につ
いて、演習形式を併用しながら学ぶ。

１．多変量解析の基礎的知識を身につける。
２．主要な多変量解析の手法を身につける。
３．多変量解析の分析結果を解釈できる。 ○ ◎ ○ ○

24UPSB3074 質的データ解析法 3

「心理学統計法」および「応用心理学統計法」
を履修した学生が、質的データに特化した
データ収集方法や分析方法を身につけること
を目的とする。質的データの収集方法や得ら
れたデータの分析手法、分析結果の解釈につ
いて演習形式を併用しながら学ぶ。

１．質的データの収集方法を身につける。
２．質的データの主要な分析方法を身につける。
３．質的データの分析結果を解釈できる。 ○ ◎ ○ ○

24UPSB3082 心理的アセスメント（概論） 3

心理的アセスメント（心理査定）についての
基本的な知識を身につけることを目的とす
る。心理査定、観察および面接の目的や倫
理、方法や関わり等を身につけ、心理的支援
に必要なクライエントを理解する際の観点を
学ぶ。また、心理検査の基本的な性質も講義
形式で学ぶ。

１．心理的アセスメントの目的および倫理について理解し、概説できる。
２．心理的アセスメントの観点および展開について理解し、概説できる。
３．心理的アセスメントの方法（観察、面接および心理検査）について理解
し、概説できる。 ◎ ○ ○

24UPSB3092 心理的アセスメント（実習） 3

心理的アセスメントを実際に実施し、アセス
メントの実施方法、目的、結果の解釈方法を
理解することを目的とする。さらに心理的ア
セスメントの有効性と限界について学ぶこと
により、心理的アセスメントについての理解
を深める。

１．心理的アセスメントの目的および倫理を理解したうえで、正しい方法で実
施することができる。
２．適切に記録、報告、振り返りを行うことができる。
３．アセスメント結果を理解し、適切な報告書を作成できる。 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

24UPSB3103 社会実践実習Ⅰ 3

実践的な学びを通して、プロジェクトおよび
プロジェクトマネジメントに関する知識を得
ることを目的とする。課題を設定し、対策立
案を行い、実行する一連のプロセスについ
て、プロジェクトチームとしての活動を通し
て実践的に学ぶ。

１．チーム活動を通して、プロジェクトの状況把握ができる。
２．チーム活動を通して、問題の抽出、分析、原因追求ができる。
３．チーム活動を通して、対策や再発防止策を立案できる。
４．チーム活動を通して、コミュニケーションやチームワークの重要性を理解
できる。

○ ○ ◎ ◎ ◎

24UPSB3113 社会実践実習Ⅱ 3

企業見学等を通して、心理学科での学びが実
社会での活動において、どのように活かされ
ているかを自ら発見することを目的とする。
また、企業見学等に加え、その準備学習や事
前指導を通して、企業活動について理解を深
めるとともに、ビジネスマナーを身につける。

１．現場において必要とされる知識や技能について理解できる。
２．現場において必要とされる知識や技能を大学での学習に役立てることがで
きる。
３．将来の進路について考え、自らのキャリアをデザインすることができる。
４．ビジネスマナーの基本を身につける。

○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB3122 福 祉 心 理 学 3

福祉現場において生じる諸問題について、そ
の背景を心理的・社会的観点から理解するこ
とを目的とする。社会福祉の対象となる人び
とに対する支援を心理学的観点から考える。

１．福祉現場において生じる問題およびその背景について概説できる。
２．福祉現場における心理社会的課題および必要な支援方法について概説でき
る。
３．虐待についての基本的知識と必要な支援について概説できる。
４．高齢者の心理社会的課題および必要な支援について概説できる。

◎ ○ ○

24UPSB3132 産業・組織心理学 3
産業・組織心理学や組織行動学の知見をもと
に、職場や組織における人間行動について理
解することを目的とする。組織や職場におけ
る心理学的問題と支援方法についても学ぶ。

１．職場（キャリア形成に関することを含む）における問題に対して必要な心
理支援およびその方法を概説できる。
２．組織における人の行動について概説できる。 ◎ ○ ○

24UPSB3142 関 係 行 政 論 3

公認心理師に求められる法律・制度の知識を
身につけることを目的とする。公認心理師が
関連する他分野（保健医療、福祉、教育、司
法・犯罪、産業・労働）における法律、制度
を学ぶ。

１．保健医療分野に関係のある法律、制度について概説できる。
２．福祉分野に関係のある法律、制度について概説できる。
３．教育分野に関係のある法律、制度について概説できる。
４．司法・犯罪分野に関係のある法律、制度について概説できる。
５．産業・労働分野に関係のある法律、制度について概説できる。

◎ ○ ○

24UPSB3153 マーケティング論 3

製品戦略、事業戦略、企業戦略へと拡大して
いるマーケティング活動に関する実践的なマ
ネジメントのノウハウを身につけることを目
的とする。マーケティング・コンセプトの歴
史的発展過程を学んだのち、マーケティング
戦略として、４Pを用いたマーケティング・
ミックス戦略、ブランド戦略、価格戦略、広
告戦略について、具体的事例を通じて学ぶ。

１．マーケティング・コンセプトの歴史的発展過程を概説できる。
２．主要なマーケティング戦略を概説できる。
３．マーケティング活動に関する実践的なマネジメントを理解できる。

◎ ○ ○

24UPSB3163 感 性 心 理 学 3

感性とは何かを理解することを目的とする。
知覚心理学や認知心理学、感性工学や人間工
学等から多面的に人の感性心理情報を学ぶ。
そして、人の主観や感性に基づく印象評価
データから印象評価法の基礎を学ぶ。

１．人の感性について理解できる。
２．人の感性研究の基本的な手法を理解できる。
３．人の感性的特性を理解した上で、感性科学の技術開発の有用性を理解でき
る。

◎ ○ ○

24UPSB3173 臨床社会心理学 3

臨床的問題に対して社会心理学的視点から理
解し、アセスメントや実践の方法を学ぶこと
を目的とする。不適応状態の発生や持続のメ
カニズムの解明に関わる社会心理学的現象や
理論、方法論について学ぶ。

１．不適応状態の発生や持続のメカニズムの解明に関わる社会心理学的現象や
理論、方法論について理解し、概説できる。
２．不適応への介入に関して、社会心理学的視点を取り入れたアセスメントや
実践の方法論を理解できる。

◎ ○ ○

24UPSB3182 心 理 演 習 3

心理に関する支援を要する者等の支援につい
ての知識および技能の基本的水準の修得を目
的とする。具体的な場面を想定したロールプ
レイや事例検討を通して、これらの知識およ
び技能を学ぶ。

１．心理に関する支援を要する者等に関する①コミュニケーション、②心理検
査、③心理面接、④地域支援等の知識および技能を身につける。
２．心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握および支援計画の作
成について理解できる。
３．心理に関する支援を要する者等の現実生活を視野に入れたチームアプロー
チについて理解できる。
４．多職種連携および地域連携のあり方について理解できる。
５．公認心理師としての職業倫理および法的義務について理解できる。

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

24UPSB4012 心 理 実 習 4

保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・
労働分野等における施設において、見学等に
よる実習を行いながら、心理に関する支援を
要する者への支援の実際について体験的に学
ぶことを目的とする。

１．心理に関する支援を要する者へのチームアプローチについて理解できる。
２．多職種連携および地域連携の実際について理解できる。
３．公認心理師としての職業倫理および法的義務について理解できる。 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
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24UPSB4022 心 理 実 習 指 導 4

「心理実習」を通して体験的に学んだことを、
心理に関する専門的知識および技能として整
理し、体系化することを目的とする。学外施
設での実習を実施するにあたり、必要な知識
や技能の習得および態度の育成について学ぶ。

１．心理に関する支援を要する者へのチームアプローチについて理解できる。
２．多職種連携および地域連携の実際について理解できる。
３．公認心理師としての職業倫理および法的義務について理解できる。 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

24UPSB4033 コミュニティ心理学 4

心理臨床的諸問題に対して、個人の心理だけ
ではなく、個人を取り巻く環境（家族、学校、
職場、地域社会等）等のコミュニティにも働
きかけ、問題の予防・改善をはかる方法につ
いて理解することを目的する。そのために、
コミュニティ心理学の理論を踏まえ、実践の
方法論について学ぶ。

１．コミュニティ心理学の理論を理解し概説できる。
２．コミュニティ心理学による予防的介入、危機介入、支援方法について理解
できる。
３．さまざまな臨床の現場におけるコミュニティ援助について理解し、実践の
方法論を理解できる。

◎ ○ ○

24UPSB4043 経 済 心 理 学 4

合理的経済人を仮定する標準的経済学ではな
く、非合理的な行動や意思決定に基づく経済
行動のメカニズムの理解を目的とする。その
ために、感情やヒューリスティクス、認知バ
イアス等の心理学の知見を導入し、経済的状
況における人間の判断、選択、意思決定のメ
カニズムを学ぶ。

１．経済的状況における人間の意思決定を理解できる。
２．意思決定に及ぼす感情やヒューリスティックス、認知バイアスの影響を理
解できる。
３．人間の経済行動のメカニズムを理解できる。 ◎ ○ ○

24UPSB4053 環 境 心 理 学 4

人の心理や行動と環境との相互作用を理解
し、その相互作用から生じる多種多様な問題
を解決するための知識を深めることを目的と
する。人が環境をどのように知覚し、行動す
るかについて学ぶとともに、発展的な課題と
して、環境問題等社会的問題についても考え
る。

１．人の心理や行動と環境との関連を理解できる。
２．環境問題解決の視点および手法を身につける。
３．身近な環境心理学的な問題について、理論と実証研究に基づいて論じるこ
とができる。 ◎ ○ ○

24UPSB1165 多文化社会概論 1

「多文化社会」の歴史的、社会的背景について
概観し、①政策、②市民活動、③日常生活と
いう三つの側面から、「他者」との「共生」に
まつわる課題および展望について学ぶ理解す
る。

１．日本における多文化社会の歴史的、社会的、制度的な背景と経緯について
基本的な事項を理解できる。
２．すべての多様な住民が同じ生活者であるという視点で、メディアからの情
報に惑わされることなく、また文献のみに頼らず、社会問題を公正に考察する
力をつけることができる。
３．無知からおこる偏見に気づき、社会問題を公正に考察する力をつけ、無知
からおこる偏見に気づき、社会問題に関わることの意義を実感し行動に移すこ
とを目指す。

◎

24UPSB1175 社会貢献とボランティア 1

古くから奉仕と捉えられていたボランティア
活動は、阪神・淡路大震災を契機としてNPO
法の施行に至った。それから20年以上が経過
し、ボランティアという言葉は身近になって
きているがことから、「ボランティアという活
動を理解するとは何か」を具体的な事例を通
して理解する。

個人、団体、企業などさまざまな主体の社会貢献やボランティアに関する基本
的な知識を得るとともに、自分自身の関わり方も含めて具体的に考える方法を
習得することができる。

◎
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凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB1185 NGO・NPO 概 論 1

授業では、主に日本について取り扱うが、海
外におけるNGO・NPOに関する事柄について
取り扱うこともある。また、具体的な事例と
して、私たちにとって身近な兵庫県に拠点を
置くNGO・NPOの活動内容について理解す
る。

具体的な事例をとおして、NGO・NPOに関する基本的な事柄に関する下記項
目について理解できる。
１．NGO・NPOという考え方について
２．NGO・NPOの歴史、仕組み、目指している社会について
３．NPO法の変遷について

◎

24UPSB2225 ソーシャルビジネス概論 2
ソーシャルビジネスに関する基本的な事柄と
して、ソーシャルビジネスという考え方、仕
組み、CSR（企業の社会的責任）やCSV（共
通価値の創造）について理解する。

主に日本について取り扱うが、海外におけるソーシャルビジネスの事例をとお
して、ソーシャルビジネスとは何かということが理解できる。 ◎

24UPSB2235 フェアトレード概論 2
社会的不平等を是正する手法のひとつである
フェアトレードという考え方、歴史、仕組み、
目指している社会づくりについて理解する。

フェアトレードと商業貿易の違いについて知り、社会的不平等を是正するフェ
アトレードの可能性について理解できる。 ◎

24UPSB3195 虐待とソーシャルワーク 3

「虐待」が社会的病理であることに理解を深め
る。「虐待」の心理的・社会的背景を理解し、
人権擁護の視点を養う。児童虐待を加害する
親と被害を受ける子どもに二分化せず、また
家族病理といった診断モデルで認識するので
はなく、家族の生活の中で発生する問題とし
て家族の社会生活や社会の側からの家族への
働きかけといった「生活モデル」で認識でき
る力を醸成する。

１．「児童虐待」を中心にその病理の背景と社会的対応について理解できるよ
うにする。
２．子ども虐待の対応件数が増加する背景を理解し、現代の虐待の特徴、虐待
の定義や規定関する課題を学ぶ。
３．児童虐待の防止と予防に関する法律や制度、司法関与の動向について理解
を深め、児童相談所や要保護児童対策地域協議会の役割、相談体制の課題につ
いて理解する。
４．虐待を受けた子どもの社会的養護の在り方について児童福祉法改正を踏ま
えて理解できるようにする。
５．児童虐待対応におけるソーシャルワークの専門性を吟味する力を身につけ
る。

◎

24UPSB3205 共生の社会心理 3
共生社会の成立にかかわる心理的契機につい
て、民族意識あるいは自己のアイデンティ
ティへのこだわりをいかに克服し、「地球人意
識」について理解する。

人間心理の面から共生社会の課題のひとつである他者への攻撃性が生み出され
る心理的契機の解説を踏まえ、寛容による対立の克服など、紛争予防に向けた
心理学の応用について理解できる。 ◎

24UPSB3215 ジェンダーと開発 3
この授業の目的は、「女性」を取り巻く課題、
そしてそれを解決するための「開発」という
考え方を理解する。

女性が置かれている社会的状況を変えるために、国際機関や政府、そして
NGO・NPOがどのような取り組みを行っているかを知り、ジェンダーという
考え方について理解できる。

◎

24UPSB3225 スクールソーシャルワーク 3

多くの子どもたちは様々な問題に直面してい
る。それらの問題に対し、学校を基盤に福祉
的なアプローチで子どもたちの成長発達を促
す環境を整えることがスクールソーシャル
ワークである。本授業では、日本の子どもた
ちが抱える問題について知り、それらをス
クールソーシャルワーカーがどのような視点
で捉え、どのように介入し、改善・解決を試
みるのかについての理解を深める。

１．学校現場にソーシャルワーカーを配置する意義と目的を説明できる。
２．スクールソーシャルワークの理念を説明できる。
３．近年の子どもたちを取り巻く環境や問題・課題について説明できる。
４．スクールソーシャルワーク実践に関連する実践理論・モデルおよび支援方
法を説明できる。
５．スクールソーシャルワークのミクロ・メゾ・マクロレベルの実践について
説明できる。

◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２．技能・表現 ３．思考・判断
1－1 1－2 1－3 2－1 2－2 2－3 3－1 3－2 3－3

24UPSB3235 スーパービジョン論 3

スーパービジョンとは対人援助の場で、経験
のある職員（スーパーバイザー）から経験の
浅い職員（スーパーバイジ―）に行われる、
専門職を養成するための教育と支援の方法で
ある。今日の社会福祉実践は専門性が細分化
されつつあり、ネットワークやチーム力と
いった支援者間の連携が求められる。利用者
やその家族の権利擁護の意識も高まるが、対
応にはより高い専門性が求められるように
なった。ソーシャルワーカーを目指す人間と
してスーパービジョンが必要である認識を高
めることが本講義の目的となる。

１．今日の社会福祉実践におけるスーパービジョンの意義を理解する。
２．対人援助職者のストレスとストレス反応について理解を深める。
３．スーパービジョン関係について理解を深める。
４．スーパービジョンの目的と意義、方法（管理、評価、教育、支援）、実践
上の課題等について学ぶ。
５．スーパーバイジ―の専門性の向上、自身の人間的な成長のあり方について
理解する。 ◎

24UPSB4065 多文化社会のコミュニケーション 4

多様な住民で構成される多文化社会におい
て、「多文化共生」という言葉の広がりととも
に、多言語・多文化にむけた取り組みが、さ
まざまな組織や機関の連携によって展開され
ていることを理解する。

地域社会で政策およびNGO・NPOなど市民が自ら参画する形の活動における
実践的なコミュニケーション方法を身につけることができる。

◎

24UPSA3014 専 門 演 習 Ⅰ Ａ 3

指導教員の指導を受けて、卒業研究を進める
ことを目的とする。専門演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢの一連の科目を通して、研究の立案
から実施、報告、評価までを演習形式で体系
的に学習する。

１．指導教員の指導を受けて、専門演習ⅠＡで達成する目標を設定できる。
２．１で設定した目標を達成できる。

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24UPSA3024 専 門 演 習 Ⅰ Ｂ 3

指導教員の指導を受けて、卒業研究を進める
ことを目的とする。専門演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢの一連の科目を通して、研究の立案
から実施、報告、評価までを演習形式で体系
的に学習する。

１．指導教員の指導を受けて、専門演習ⅠＢで達成する目標を設定できる。
２．１で設定した目標を達成できる。

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24UPSA4014 専 門 演 習 Ⅱ Ａ 4

指導教員の指導を受けて、卒業研究を進める
ことを目的とする。専門演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢの一連の科目を通して、研究の立案
から実施、報告、評価までを演習形式で体系
的に学習する。

１．指導教員の指導を受けて、専門演習ⅡＡで達成する目標を設定できる。
２．１で設定した目標を達成できる。

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24UPSA4024 専 門 演 習 Ⅱ Ｂ 4

指導教員の指導を受けて、卒業研究を進める
ことを目的とする。専門演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢの一連の科目を通して、研究の立案
から実施、報告、評価までを演習形式で体系
的に学習する。

１．指導教員の指導を受けて、専門演習ⅡＢで達成する目標を設定できる。
２．１で設定した目標を達成できる。

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24UPSA4034 卒 業 研 究 4
専門演習ⅠＡ・ⅠＢ、専門演習ⅡＡ・ⅡＢに
おいて、指導教員の助言を受けて進めてきた
卒業研究の内容を論文形式でまとめ、プレゼ
ンテーションすることを目的とする。

１．卒業研究における研究成果を、卒業論文としてまとめることができる。
２．卒業研究における研究成果を、他者にプレゼンテーションすることができ
る。 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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